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一
口 

一
万
円

　
護
持
会
等
お
願
い
を
致
し
て

お
り
ま
す
赤
い
振
込
用
紙
の
場

合
　
窓
口
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
・
通
帳
・
カ
ー

ド
払
い
の
場
合
・
手
数
料
は
掛

か
り
ま
せ
ん
が
、
現
金
払
い
の

時
は
一
一
〇
円
の
手
数
料
が
掛

か
り
ま
す
。
ご
注
意
下
さ
い
。

　
十
二
月
三
十
一
日
午
後
十
一

時
三
十
分
よ
り
納
め
の
法
要

　
一
月
一
日
午
前
〇
時
よ
り
新

年
祝
祷
会

　
簡
単
な
お
食
事
の
用
意
を
致

し
ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
致

し
ま
す
。

　
当
山
護
持
、
運
営
の
大
切
な

浄
財
で
す
。
檀
信
徒
の
皆
様
の

ご
協
力
を
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
な
お
事
務
処
理
上
、
同

封
の
振
り
込
み
用
紙
を
ご
利
用

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
年
も
年
の
暮
れ
が
近
づ
き
、

檀
信
徒
の
皆
様
も
あ
わ
た
だ
し
く

お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
本
年
は
五
月
下
旬
よ
り
十
月
後

半
に
な
っ
て
も
例
年
に
増
し
て
厳

し
い
暑
さ
が
続
き
体
調
を
崩
さ
れ

た
お
檀
家
の
皆
様
も
多
々
い
ら
っ

し
�
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
宗
門
で
も
令
和
十
三
年
の
宗
祖

日
蓮
大
聖
人
第
七
百
五
十
遠
忌
を

お
迎
え
す
る
準
備
が
始
ま
り
ま
し

た
。
総
本
山
身
延
山
、
大
本
山
、

本
山
末
端
寺
院
で
も
計
画
が
立
て

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
当
山
で
も
開

山
三
百
五
十
年
記
念
事
業
と
合
わ

せ
お
寺
内
装
工
事
に
取
り
掛
か
り

ま
す
。
ま
ず
は
地
下
ホ
ー
ル
よ
り

始
め
地
下
ホ
ー
ル
修
了
後
一
階

ホ
ー
ル
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。
一

階
ホ
ー
ル
工
事
中
は
地
下
ホ
ー
ル

が
休
憩
所
と
な
り
ま
す
。
し
ば
ら

く
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
再
来
年
（
令
和
八
年
）
春

に
常
清
寺
開
山
三
百
五
十
年
、
第

二
十
四
世
入
寺
式
を
迎
え
る
運
び

と
な
り
ま
す
。
来
年
の
二
月
二
十

日
に
行
わ
れ
る
総
代
会
、護
持
会
、

世
話
人
会
合
同
会
議
で
日
程
が
決

定
致
し
ま
す
。

　
勧
募
に
つ
き
ま
し
て
は
檀
信
徒

の
皆
様
に
は
大
変
な
お
願
い
を
致

し
ま
し
た
が
、
甚
大
な
る
ご
理
解

を
頂
き
目
標
金
額
ま
で
今
少
し
で

す
。
ま
だ
お
申
し
込
み
い
た
だ
け

な
い
檀
信
徒
の
皆
様
今
一
度
ご
考

察
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
油
断
の
出
来
な
い
状

況
の
コ
ロ
ナ
並
び
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
で
す
が
く
れ
ぐ
れ
も
お
体
御

自
愛
し
良
い
年
を
お
迎
え
下
さ

い
。

★ 

宛
名
、
住
所
変
更
、
あ
る
い

は
間
違
え
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

★ 

例
年
の
如
く
方
除
け
の
お
札

を
同
封
致
し
ま
す
。
大
掃
除

が
済
み
ま
し
た
ら
、
玄
関
の

内
側
、
上
の
方
に
、
金
色
の

方
を
家
の
中
に
向
け
て
お
張

り
下
さ
い
。

★ 

御
法
要
希
望
の
方
は
土
、
日

曜
日
は
法
要
が
多
数
重
な
り

ま
す
。
御
希
望
の
日
時
は
早

め
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
お

塔
婆
希
望
の
方
は
二
週
間
前

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
、
お
手
紙
で
、

読
み
仮
名
を
付
け
、
お
知
ら

せ
下
さ
い
。

郵
便
番
号

　
二
三
二
ー
〇
〇
〇
七

住
　
　
所

　
横
浜
市
南
区
清
水
ケ
丘
二
三
一

日
蓮
宗

　
　
榮
玉
山
　
常
清
寺

　
　
　
　
住
　
職
　
片 

山 

慶 

宣

電
　
話

　
〇
四
五
ー
二
三
一
ー
八
六
六
二

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
〇
四
五
ー
二
三
一
ー
三
〇
二
八

住

職

挨

拶

榮
玉
山
　
常
清
寺
　
第
二
十
三
世

住
　
職
　

片 

山 

慶 

宣

　
七
月
二
十
四
日
、
八
月
二
十
四

日
の
両
日
、
午
後
一
時
三
〇
分
よ

り
本
堂
で
ほ
う
ろ
く
灸
の
行
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
盛
夏
の
時
期
に
︷
ほ
う
ろ

く
︸
素
焼
き
の
お
皿
に
モ
グ
サ
を

置
い
て
灸
を
据
え
、
夏
を
元
気
に

過
ご
す
た
め
の
行
事
で
、
参
加
の

皆
様
は
そ
れ
ぞ
れ
体
の
不
調
の
箇

所
に
ほ
う
ろ
く
を
置
き
体
調
を
整

え
て
い
ま
す
。
　
お
灸
と
い
っ
て

も
熱
い
も
の
で
は
な
く
心
地
よ
い

暖
か
さ
の
お
灸
で
す
。
来
年
は
是

非
ご
家
族
で
ご
参
加
い
た
だ
き
︷
ほ

う
ろ
く
灸
︸
を
ご
体
験
く
だ
さ
い
。

新
　年
　祝
　祷
　会

護
持
会
費
納
入
の

　
　

お
願
い

焙
烙
灸（
ほ
う
ろ
く
き
ゅ
う
）

令和７年度・修養会・清正公開催日
修養会題目会 久保山

1月12日 修養会

2月12日 修養会
午後1時30分より

3月12日 修養会

4月12日 修養会

5月 5日 国祷会 午前10時より午後4時まで

5月12日 自我偈百部経の為お休み

6月12日 修養会 午後1時30分より

7月12日 施餓鬼法要 新盆　午前11時・一般　午後2時

8月12日 旧盆回向の為お休み

9月12日 修養会

10月12日 お会式
午後1時30分より

11月12日 修養会

12月12日 修養会

清正公祈祷会 長者町 久保山

1月24日 清正公祈祷会

2月20日 一慶院上人　祥月命日法要
午前11時より 午後1時30分より

3月24日 春彼岸回向の為お休み

4月24日 清正公祈祷会 午前11時より 午後1時30分より

5月 5日 国祷会 午後2時より 午前10時〜午後4時まで

5月24日 国祷会の為お休み

6月24日 清正公祈祷会
午前11時より 午後1時30分より

7月24日 清正公祈祷会（ほうろく灸）

8月24日 夏休み

9月24日 秋彼岸回向の為お休み

10月22日 清正公祈祷会（水子供養）

11月22日 不染院上人祥月命日 午前11時より 午後1時30分より

12月24日 清正公祈祷会

1月1日午前0時より新年祝祈会巌修御参加お待ち申し上げます

郵
便
局
振
込
料
金
に
つ
い
て

今も変わらない三渓園の風景取材した蓮の花取材した蓮の花

撮影中の広報委員大野さん撮影中の広報委員矢島さん

常清寺だより2024_第28号.indd   2-3 24/11/18   8:13



第 28 号榮玉山 常清寺3 2024 年（令和 6 年 )  12 月吉日 榮玉山 常清寺 2第 28 号 2024 年（令和 6 年 )  12 月吉日

　
本
門
寺
に
隣
接
す
る
大
坊
本
行

寺
は
日
蓮
大
聖
人
が
ご
入
滅
さ
れ

た
地
（
霊
場
）
で
す
。
大
聖
人
ご

入
滅
後
、
池
上
宗
仲
公
は
日
澄
上

人
に
館
を
寄
進
し
お
寺
と
し
ま
し

た
。
長
崇
山
本
行
寺
（
通
称
「
大
坊
」

で
す
。

　
─ 

大
坊
本
行
寺 

─

合
掌

　
今
年
も
残
り
僅
か
と
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
皆
様
御
健
勝
の
事
と
拝

察
致
し
ま
す
。

　
本
年
は
年
明
け
早
々
に
能
登
半
島

地
震
、
羽
田
空
港
の
飛
行
機
事
故
と

非
常
に
大
き
な
震
災
・
事
故
か
ら
始

ま
る
一
年
で
し
た
。
私
自
身
は
震
災

の
あ
っ
た
元
日
は
大
晦
日
か
ら
の
対

応
で
仮
眠
を
取
っ
て
い
た
中
で
目
を

覚
ま
し
テ
レ
ビ
を
観
た
ら
と
ん
で
も

な
い
こ
と
が
起
き
て
る
と
し
ば
ら
く

茫
然
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
す
ぐ

に
お
塔
婆
を
書
き
明
く
る
日
に
御
回

向
致
し
た
と
こ
ろ
の
羽
田
空
港
の
事

故
・
・
・

　
日
本
が
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
と
相

当
の
不
安
か
ら
始
ま
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　
た
だ
暗
い
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
メ
ダ
ル
を

四
十
五
個
獲
得
、
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の

日
本
シ
リ
ー
ズ
優
勝
、
大
谷
選
手
の

活
躍
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
制
覇
等
の

明
る
い
事
も
あ
り
ま
し
た
。
暗
い
事

ば
か
り
思
う
よ
り
明
る
い
事
を
思
い

出
す
方
が
気
持
ち
が
前
向
き
に
な
り

ま
す
。

　
皆
様
も
今
年
一
年
で
大
切
な
方
を

常
清
寺
開
山
三
五
〇
年

記
念
事
業
広
報
委
員
会

委
員
長
　
我
妻
隆
介

　
常
清
寺
は
令
和
八
年
二
月
に
開

山
三
五
〇
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

昨
年
春
、
発
足
し
た
広
報
委
員
会

は
こ
の
記
念
す
べ
き
慶
事
の
記
念

誌
を
発
行
す
べ
く
活
動
を
始
め
て

い
ま
す
。
記
念
誌
の
資
料
集
め
の

た
め
タ
イ
ト
ル
の
三
か
所
を
取
材

し
ま
し
た
の
で
概
要
を
お
話
し
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

「
大
本
山
池
上
本
門
寺
・

本
山
大
坊
本
行
寺
」

　
公
安
五
年
（
一
二
八
二
年
）
九

月
八
日
、
病
を
得
た
日
蓮
大
聖
人

は
湯
治
療
養
の
た
め
身
延
を
離
れ
、

常
陸
（
茨
城
県
）
へ
向
か
い
、
同

年
九
月
十
八
日
、
武
蔵
国
（
東
京

都
）
の
郷
主
で
日
蓮
宗
信
者
（
大だ
い

檀だ
ん

越の
つ

）
の
池
上
宗
仲
公
の
館
に
到

着
し
ま
し
た
。
し
か
し
病
は
重
く

同
年
一
〇
月
十
三
日
朝
、
六
十
一

歳
の
ご
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
池
上
本
門
寺
は
大
聖
人
ご
入
滅

後
、
池
上
宗
仲
公
が
土
地
を
寄
進

さ
れ
寺
の
礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。

　
─ 

池
上
本
門
寺 

─

亡
く
し
た
り
悲
し
い
事
が
お
有
り

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
令
和

七
年
を
明
る
い
年
に
な
る
様
に
新
年

早
々
よ
り
御
祈
願
致
し
ま
す
。

追
伸
　
お
寺
か
ら
二
点
お
願
い
が
御

座
い
ま
す
。

一
点
目
「
お
寺
の
転
送
電
話
に
つ
い
て
」

　
近
年
お
寺
も
常
駐
し
て
い
る
の
が

住
職
・
母
・
私
と
三
人
で
す
。
ま
た

二
人
も
そ
れ
な
り
に
年
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
し
て
電
話
の
対
応
が
難
し
い

（
近
年
の
電
話
か
ら
の
犯
罪
等
）
た

め
、
副
住
職
が
不
在
、
も
し
く
は

妹
が
お
寺
に
居
る
時
は
転
送
電
話
か

ら
御
檀
家
に
電
話
す
る
事
が
御
座
い

ま
す
。
お
手
数
で
は
あ
り
ま
す
が
転

送
電
話
の
番
号
も
登
録
頂
き
ま
す

と
不
便
が
解
消
さ
れ
ま
す
の
で
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。【
〇
八
〇
ー

六
七
六
四
ー
二
二
九
二
】
で
す
。

二
点
目
「
駐
車
場
つ
い
て
」

　
お
寺
の
駐
車
場
が
広
く
な
り
ま
し

た
が
今
後
ご
法
事
等
で
常
清
寺
に
お

越
し
に
な
る
際
に
車
両
が
三
台
ま
で

な
ら
縦
一
列
で
停
め
て
頂
き
ま
す
と

出
れ
な
い
問
題
が
生
じ
ま
せ
ん
。今
ま

で
は
丸
尾
さ
ん
が
交
通
整
理
を
し
て

く
れ
ま
し
た
が
亡
く
な
っ
た
今
は
出

来
ま
せ
ん
。円
滑
に
出
入
り
が
出
来

る
よ
う
御
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

車
両
の
制
限
で
は
御
座
い
ま
せ
ん
。

再
拝

副
住
職
の
お
便
り

副
住
職
　

片 

山 

德 

宣

　
本
門
寺
、
本
行
寺
は
東
急
池
上

線
池
上
駅
か
ら
徒
歩
一
〇
数
分
、

周
囲
は
本
門
寺
の
末
寺
多
数
が
あ

り
又
、
門
前
町
の
静
か
な
た
た
ず

ま
い
で
と
て
も
い
い
所
で
す
。

　
取
材
は
広
報
委
員
の
大
野
さ
ん

と
我
妻
で
行
い
ま
し
た
。

「
三
渓
園
」

　
記
念
誌
の
背
景
や
カ
ッ
ト
に
蓮

の
花
、
桜
、
富
士
山
を
使
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
蓮
の

花
を
取
材
し
ま
し
た
。
横
浜
で
「
蓮

の
花
」
と
言
え
ば
三
渓
園
で
す
。

三
渓
園
で
は
今
年
七
月
二
〇
日
～

八
月
十
二
日
ま
で
「
観
蓮
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
八
月
上
旬
、
広
報
委
員
の
大
野

さ
ん
、
同
矢
島
さ
ん
、
我
妻
の
三

人
で
取
材
に
訪
れ
ま
し
た
。
良
い

写
真
が
沢
山
撮
れ
ま
し
た
の
で

き
っ
と
記
念
誌
を
き
れ
い
に
飾
っ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
─ 

三
渓
園 

─

「
大
本
山
池
上
本
門
寺
・

　
　
　

  

本
山
大
坊
本
行
寺
」

そ
し
て
三
渓
園
取
材
の
お
話

ほ
ん
ぎ
ょ
う
じ

総門と此
し
経
きょう
難
なん
路
じ
坂（96段の階段）大堂（祖師堂）

五重の塔（国重文）（1608年建立）経蔵（手前）と清正公堂（奥）多宝塔（日蓮大聖人お荼毘所跡）

大坊本行寺・ご臨終の間（右はお会式桜）ご臨終の間裏側の見事な庭園

大坊本行寺への案内板大坊本行寺本堂

朝7時の開門前に沢山の人達
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